
2018年12月期第3四半期 

      業績説明資料 

株式会社アイ・エス・ビー     証券コード：9702 2018年11月 



1 © ISB CORPORATION. ALL RIGHTS RESERVED 

2018年12月期3Q累計実績 

売上高 
  

12,930 

百万円 

売上総利益 
   

2,646 

百万円 

販売費及び 
一般管理費 

   

1,970 

百万円 

営業利益 
  

676 

百万円 

経常利益 
  

687 

百万円 

当期純利益 
  

409 

百万円 

前年比 

+649 百万円 

+5.3% 

前年比 

+452 百万円 

+20.6% 

前年比 

+223 百万円 

+12.8% 

前年比  

+229 百万円 

+51.2% 

前年比 

+240 百万円 

+53.6% 

前年比 

+215 百万円 

+111.4% 

2017年12月期3Q累計実績 

12,280 百万円 2,194 百万円 1,747 百万円 447 百万円 447 百万円 193 百万円 

2018年12月期3Q 連結損益計算書 

利益 
オフショア・ニアショア活用など収益性改善施策が奏功、前年同四半期に比べ大幅に増加。 
（情報サービス事業）      開発案件の生産性の向上、ニアショア・オフショアの活用により大幅に増加。 

（セキュリティシステム事業）新製品開発による研究開発費増加の影響を粗利益の増加が吸収、前年同四半期に比べ増加。 

売上 
受注が好調に推移し、前年同四半期に比べ増加。 

（情報サービス事業）      受託開発型事業での受注が好調に推移。 

（セキュリティシステム事業）出入管理、入退室管理システムの施工等、総じて順調に推移。 
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2017/12期3Q 2018/12期3Q 前年比 

売上 構成比 売上 構成比 売上 構成比 

携帯端末 1,714 14.0% 1,552 12.0% 162↓ 2.0P↓ 

モバイル 
インフラ 1,137 9.3% 978 7.6% 159↓ 1.7P↓ 

      組込み 2,636 21.5% 2,904 22.5% 268↑ 1.0P↑ 

      金融 773 6.3% 718 5.5% 55↓ 0.8P↓ 

公共 1,075 8.7% 1,154 8.9% 79↑ 0.2P↑ 

業務システム 1,149 9.3% 1,584 12.2% 435↑ 2.9P↑ 

フィールド
サービス 1,299 10.6% 1,368 10.6% 69↑ 0.0P→ 

プロダクト 
事業 2,497 20.3% 2,672 20.7% 175↑ 0.4P↑ 

 2018年12月期3Q 連結分野別売上高＆構成比 

（ △1.8p) 

分野別売上構成比（連結） 

「組込み」「業務システム」分野が売上高増加を牽引。 
    

 組込み   － 車載系業務やQtをキーとした業務の受注が伸び、売上増加。 
 業務システム  － 企業のIT投資増加を背景に、システム開発・刷新業務の増加により売上高増加。 
 モバイルインフラ － 基地局業務の収束と研究開発案件の受注減少により売上高減少。 
 金融        － 技術者不足を補えず、売上高減少。 

2017/12期 1Q 2016/12期 1Q 

分野別売上高の状況（連結） 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

携帯端末 

15.1% 

モバイル 

インフラ 

9.5% 

組込み 

28.3% 金融 

7.0% 

公共 

11.4% 

業務 
システム 

15.4% 

フィールド 

サービス 

13.3% 

18.9% 

9.5% 

27.6% 

9.0% 

12.6% 

8.8% 

13.6% 

 

 

「既存事業」
分野別 

売上高比率 

 

 

プロダクト事業 
受託開発型事業 
売上高構成 

「既存事業」 
分野別 

売上高構成 

   プロダクト 
事業 

20.7% 

  受託開発型 
  事業 

79.3% 

（売上単位：百万円） 
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 分野別売上高 通期計画 VS 3Q累計実績 

1,552  

978  

2,904  

1,584  

1,154  

718  

1,368  

2,672  

77.0% 

78.9% 

69.5% 

76.2% 

74.4% 

69.2% 

74.0% 

75.3% 

携帯端末 モバイル 

インフラ 

組込み 業務システム 公共 金融 フィールド 

サービス 

プロダクト事業 

通期計画 3Q累計実績 

 ・全体では概ね計画どおりの進捗。 
 ・「組込み」は案件確保に注力、「金融」は技術者確保を目標に通期計画達成を目指す。 

白文字：3Q売上高累計実績（百万円） 

黒文字：分野別通期売上計画に対する進捗率 
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 分野別売上高（連結）の状況 

前年同期並みを確保。 
 サーバー・ネットワーク構築業務やクラウド関連 
 業務の受注が増加したものの、運用支援関連技術者 

 確保に苦戦し、前年同期並みとなった。  

前年同期比に比べ売上高減少。 
予想していた スマートフォン開発費とそれに伴う 
 検証業務の減少が響き削減し、前年同期比で減少と 
 なった。対計画では予想通りの推移。 

案件の収束と技術者確保に苦戦。 
 開発案件の収束や、技術者確保に苦戦しており、 
 前年同期比減少となった。 

携帯 
端末 

ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ 

事業 

組込み 

金 融 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 
ｻｰﾋﾞｽ 

モバイル 
インフラ 

業務 
システム 

公 共 

車載系業務、Ｑt関連業務が増加を牽引。 
 医療系など総じて前年同期比を上回った。 
 特に車載系業務やQt関連業務の受注が増加を牽引。 

基地局関連業務の収束により減少。 
予想された基地局関連業務の収束が響き、 
前年同期比で減少となった。対計画では 
予定通りの進捗。 

企業向けシステム開発業務の受注が増加。 
 IT投資の増加を背景に企業向けシステムの受注が 
増加し、前年同期比で増加となった。 

セキュリティシステム事業が順調。 
 セキュリティシステム事業が堅調に推移し、 
 前年同期比増加した。 

修正しとこうと思ったが、ここも意味が
良く分からない。 

「法改正少なかった」というのは、官庁
苦戦の理由なのでは？ なのに官庁は予

定通りの受注？？ 
どういうことだったのか教えてくれれば
私が書いてもいいし、中村さん書き換え

たものを送ってくれてもいいし 

前年同期比に比べ売上高減少。 
 計画通りの受注確保するも、主要メーカーからの 
 スマートフォン開発費とそれに伴う検証業務の削減 
 があり、売上高が前年同期比、売上高は減少となっ 
 た。 

意味不明？？ 
計画通りの受注だったのなら、売
上が減少するためには単価の下落
しか無いですが。そういうこと？ 

官庁業務の受注が堅調。 
 大規模な法改正がなかった自治体業務で受注が減少 
 したものの、官庁業務での新規案件受注が補い、 
 前年同期並みを確保。 
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流動資産 

 7,684 

固定資産 
 2,115 

流動・固定負債 

 3,730 

純資産 

6,069 

2018年12月期3Q 連結貸借対照表 

主要 
POINT 

2017年12月期 

総資産 9,195 

流動資産 

 6,937 

固定資産 
 2,257 

流動・固定負債 

 3,390 

純資産 

5,805 

2018年12月期3Q 

総資産 9,800 

（自己資本比率 
     63.1%） 

①総資産増加     → 現金及び預金の増加 
②負債の増加     → 支払手形及び買掛金、未払法人税等、賞与引当金等の増加 
③純資産の増加    → 利益剰余金の増加 
④自己資本比率    → 1．2ポイント低下              
 

（自己資本比率 
     61.9%） 



 本資料は、2018年12月期第3四半期決算の業績に関する情報の提供と、当社に対するご理解をより深めて頂くことを 

 目的としたものであり、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。また、 

 本資料は2018年9月末時点の状況において作成しております。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の 

 当社の判断であり、その情報の正確性、完全性を保証し、又は約束するものではなく、また今後予告なしに変更され 

 ることがあります。 


